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Abstract
This paper proposes that an obligatory English class can be an effective scene to help freshmen not only enjoy learn-
ing English but also learn how to spend a meaningful campus life, make friends with their classmates, and develop the
communicative faculty through various activities given in class. One of the important things for freshmen is to accli-
mate themselves to the campus life, in other words, to feel that they belong at the university. For that, it seems that
making friends with others through various classroom activities is easy since a person will generally feel comfortable
and even needed when he/she communicates with someone. This paper shows the development of the communicative
faculty of the students in the author's classes at Nagoya Sangyo University and Nihon Fukushi University in the
spring semester, 2012. Based on the questionnaires given before and after the semester, I suggest that an obligatory
English class can function as a helpful means for encouraging freshmen to communicate with one another actively and
to learn English actively as well.
Keywords：obligatory English class, freshman education, teaching of English, communicative faculty, making friends
with classmates
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昨今, ｢コミュニケーション能力育成｣ が声高に謳わ
































そこで筆者は 2012 年度春学期 (前期) に名古屋産業







て, 1 年生対象の必修英語科目は, 英語教育のみにとど















ケーション (能力)｣ である. 2.1 節ではこの言葉を手
がかりに, 指導要領や先行研究での主張を概観する.
2.1.1 文部科学省学習指導要領解説
まず, 指導要領における ｢コミュニケーション (能力)｣
という言葉の出現数を見てみようi. 各指導要領の総論
部分のみ, 教科名の一部としての出現数も含めた延べ語
数は, ｢コミュニケーション｣ は高校英語で 72, 中学英
語で 11 に対し, 高校国語, 中学国語ともに 0 である.
一方 ｢コミュニケーション能力｣ は, 高校英語で 16,





国語科改訂の趣旨｣ では ｢国語科の改善の基本方針｣ と
して以下のような項目を重視している (pp. 2-3 より筆
者抜粋. 以下同様.).



















のだが, なぜか ｢コミュニケーション (能力)｣ という
表現は見つからない. 参考までに高校英語の指導要領の
｢2 改訂の趣旨｣ (p. 3) から類似した点を探すと, 高
校国語と基本的には大差がないことが分かる.
 a. ｢聞くこと｣ や ｢読むこと｣ を通じて得た知識
等について, 自らの体験や考えなどと結び付け
ながら活用し, ｢話すこと｣ や ｢書くこと｣ を
通じて発信することが可能となるよう, (中略)
4 技能を総合的に育成する指導を充実する.
b. ｢聞くこと｣, ｢話すこと｣, ｢読むこと｣ 及び


















が多いようである. しかし, 前者での ｢コミュニケーショ
ン｣ は英語科指導要領が謳っているように, いわゆる 4
技能を言語能力として身に付けること (しかも外国人と
交流するため) を指しているのに対し, 後者では就職活




イ, ショートビジット (SSSV) など, 学生の海外進出
を支援する制度が実施, 採択されているii. 裏返せば,
これは海外志向の学生が国の期待ほど多くないことの示
唆かもしれない. これについては 3 節で再度触れること
としよう.
指導要領を見る限り, いわゆる言語の 4 技能の育成に
ついて英語・国語両方が意識的であることは見てとれる















岡崎 (1997) は ｢想像力や論理的応用力も含んだ認知
活動としての言語学習に重点を置くというところに大学
教育の中での英語教育の意義が見出せる.｣ (p. 148)と
指摘している. これは奇しくも (1b) のような国語教
育においても重視されるべき事柄であるまいか.
川島ほか (2007) は中学校での英語の指導方針を提案
した論文だが, 八島 (2004) の ｢対話力｣ という用語を
引用し, それを ｢相手の気持ちや考えを正しく理解した
上で, 自分の気持ちや考えを伝え, 相手と協力して会話
を継続し発展させていく力｣ (p. 170) と定義し, それ
を身につけた生徒の理想像としてを掲げている(同頁).
 a. 相手の気持ちや考えを受けて, 自分から質問す
ることができる.

























































CiNii で ｢初年時教育｣ という言葉をキーワードに論
文を検索すると, 見つかった論文は 4 件程度であったiii.
たとえば, 木村 (2007) は下関短期大学栄養健康学科の
新入生を専門教育に関わらせる取組みを報告している.
また, 柳父ほか (2008) は畿央大学教育学部新入生を
対象とした, 宿泊研修前のアイス・ブレイキングとして














2.1 節では指導要領, 英語教育系先行研究, その他の
初年次教育にかんする先行研究を概観してきた. 指導要
領と英語教育系先行研究では ｢コミュニケーション (能

































宮原 (2006) は ｢コミュニケーション・コンピテンス｣
ということばをキーワードとし, コミュニケーション能
力についてのように述べている (p. 19).
 ｢コミュニケーション能力｣ というと, ｢大きな声で,
はっきりと, 相手の目を見ながら, 身振り手振りを




るまでのプロセスに含まれる能力, 力量, 度量, 適
正, 資質, そして日常の ｢生き方｣ までをも含んだ
ことばがコンピテンスである.
外国語教育の場でこの用語が頻繁に引用されているの

















本節では, 2012 年度春学期 (前期) に筆者が担当し
た, 名古屋産業大学環境情報ビジネス学部の必修英語科
目 ｢イングリッシュ・コミュニケーションⅠ｣ (春学期
開講, 以下 EC-I) 2 クラスと, 日本福祉大学社会福祉
学部の必修英語科目 ｢フレッシュマン・イングリッシュ




EC-I は英語の基礎学力の養成を目的とし, FE-1-1 は主
に英文読解・異文化理解などを学習させることを目的と
しているiv.
クラスの特徴としては, 名古屋産業大学の 2 クラスは
日本人以外に外国人留学生も含まれているのに対しv,





















クラスの特定を避けるため, この 3 クラスを, Class 1,





きな科目｣ ｢大好き｣ ｢結構 (かなり) 好き｣ ｢わりと
(まあまあ) 好き｣ ｢好き｣ ｢好きでも嫌いでもない｣ ｢わ
りと (どちらかというと) 嫌い｣ ｢嫌い｣ ｢結構 (かなり)
嫌い｣ ｢大嫌い｣ ｢一番嫌いな科目｣ と, 学生の微妙な心
情を把握するため細分化したが, 大まかな傾向をつかむ
ため, 表 1 のように単純化して示す.
得意か苦手かという質問も, ｢一番得意な科目｣ ｢とて
も得意｣ ｢結構 (かなり) 得意｣ ｢わりと得意｣ ｢得意｣
｢得意でも苦手でもない｣ ｢わりと (どちらかというと)
苦手｣ ｢苦手｣ ｢結構 (かなり) 苦手｣ ｢とても苦手｣ ｢一
番苦手な科目｣ と選択肢を細分化したが, 表 2 のように
単純化して示す.










表 3 はどのような意識で授業に臨むか, 表 4 はどの程
度の英語力を身に付けたいかを問うた結果である. それ
ぞれ複数回答可とした.
表 3 の質問では ｢単位さえ取れればよい｣ ｢英語で読
書がしたい｣ ｢英会話がしたい｣ ｢映画を日本語字幕なし
で見たい｣ ｢資格を取得したい｣ という選択肢を設けた.
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表 1 英語は好きか嫌いか
Class 1 Class 2 Class 3 1-3 平均
好 き 48.1％ 36.0％ 40.0％ 41.6％
嫌 い 40.7％ 32.0％ 28.0％ 33.8％
どちらでもない 11.1％ 32.0％ 32.0％ 24.7％
合 計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％
表 3 授業に臨む意識
Class 1 Class 2 Class 3 1-3 平均
単位のみで可 17.0％ 27.1％ 24.1％ 22.8％
英語で読書 23.4％ 25.0％ 18.5％ 22.1％
英会話 38.3％ 29.2％ 31.5％ 32.9％
映画(字幕なし) 10.6％ 10.4％ 13.0％ 11.4％
資格取得 10.6％ 8.3％ 13.0％ 10.7％
合 計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％
表 2 英語は得意か苦手か
Class 1 Class 2 Class 3 1-3 平均
得 意 3.7％ 8.0％ 12.0％ 7.8％
苦 手 70.4％ 76.0％ 52.0％ 66.2％
どちらでもない 25.9％ 16.0％ 36.0％ 26.0％
合 計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％
表 4 どの程度の英語力を身に付けたいか
Class 1 Class 2 Class 3 1-3 平均
海外旅行 44.4％ 50.0％ 48.1％ 47.4％
小 説 48.1％ 33.3％ 33.3％ 38.5％
専門書 0.0％ 4.2％ 0.0％ 1.3％
職 業 7.4％ 12.5％ 18.5％ 12.8％
合 計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％
表 3 では英会話を身に付けたいという回答がもっとも
多かった. 海外旅行で英語を話したいということがその






































3 節では 3 クラスの学生の入学時点での属性を観察し
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表 5 希望する就職先
Class 1 Class 2 Class 3 1-3 平均
日 本 96.2％ 87.0％ 76.0％ 86.5％
海 外 3.8％ 13.0％ 24.0％ 13.5％
合 計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％
表 6 読書はするか
Class 1 Class 2 Class 3 1-3 平均
す る 61.5％ 66.7％ 40.0％ 56.0％
しない 38.5％ 33.3％ 60.0％ 44.0％























し, 次年度のシラバスは前年度の 1 月から 3 月までの間
には作成される. しかも講義で使用するテキストを指定
























4.2 授業方針： ｢英会話｣ という授業の難点





さて, 今年度の 3 クラスに対しては, 3 節で示した受
講前アンケートの結果に基づき, 英会話を実践的に学習

























































う目的では, これは有効なテーマであろう. そこで, 以
下の資料 1 を配布し, 学生どうしで自由に会話をさせる
ことにしたx. 今後様々な活動を学生どうしで行わせる
ためには, 面識を持つ機会を与えることは大切である.













は道案内から始めることにした. 資料 2 のほか, 地図も
利用した. 道案内は母国語ですることすら容易とは言え
ないが, 学生が ｢英会話｣ だけに頼らずコミュニケーショ
ンをとることができるかを見ることとした. 今回使用し
た地図は仙台市青葉区, 国分町・一番町である.





A: Nice to meet you.
B: Nice to meet you.
＜出身地についての会話＞
A: Where are you from?
B: I'm from . Have you ever been there?
A: Yes, I have. / No, I haven't.
B: Do you know anything about ?
A: Yes, I do. / No, I don't.
A: What is famous in your hometown?
B: is famous.
Have you ever heard about it? (Do you know about it?)
A: Yes, I have. / No, I haven't. (Yes, I do. / No, I don't.)
Words
prefecture 県 (e.g. Ehime Prefecture, Aichi Prefecture)
lie (v) ～にある (e.g. My town lies to the north of the city.)
＜好きな歌手や芸能人などについての会話＞
A: I love [I'm a big fan of] .
Do you know of him / her / them?
B: Yes. / No.
A: Have you ever heard his/her/their songs?
B: Yes. / No. What is your favorite song?
A: I like [love] .
B: I know that song. / I don't know that song.
【資料 2】
道を尋ねる
A: Excuse me. Could [Would] you tell [show] me the
way to ?
B: Sure. [Certainly.]
Walk block(s) (from here).
(Go straight for block(s).)
And Turn left [right] (at the traffic light).
You can see on your left [right].
または







この練習を 2 週間程度行ったあと, 実技試験を行った.
筆者が無作為に 2 名の学生を指名し, その 2 名は教室で
他の学生たちが見守る中, 道案内を行う. その際学生は
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または
I'm going in the same direction. Could you come
along with me? I'll show where it is.
A: How long does it take?
B: It takes about minutes [on foot / by bus /
by train].
A: Thank you very much. [It's very kind of you.]
B: You're welcome. [Not at all./ Don't mention it.]
【参考までに】
・郵便局: post office
・信号: traffic light / signal
・交差点: crossing / intersection ex. walk across the crossing
・police box / koban
・ガソリンスタンド: gas station
・電気屋: electrical appliance store
・病院: hospital
・大学: university / college
・コンビニ: convenience store
・喫茶店: tearoom / coffee shop / caf
・ゲーセン: game arcade
・銀行: bank
・ATM: automatic teller machine
・消防署: fire department (米)/ fire station (英)
・屋上: roof / roof top
・斜めの: diagonal








































































A: Does this train go to ?
B: No, it doesn't. There is no through train to ?
A: I see. If I take this train, where do I have to change?
B: You have to change (to line) at
(station).
A: How far is it?
B: It's stops from here.
＜Part 2＞
A: I'm going to . Do I have to transfer anywhere?
B: No, you don't have to. This train will take you
straight to your destination.
A: Oh, I see. Thank you.
＜Part 3＞
A: I'm going to . Do I have to transfer anywhere?
B: Yes, you have to. You have to change [transfer]
(from line) to line at (station).
A: Oh, I see. Thank you.
の名前を覚えることはおそらく無理である. また, 4.3.1

























































 ｢文が短いと, 分かりやすくていいなと思った. 覚え
やすいし, その分前を見て話せると思った.｣





Hello, everyone. I'm .
【自分は何者か】
I'm an (undergraduate) student [a freshman]
at University.
((Today) I would like to talk about myself.)
【出身地】
I come from [My hometown is] .
I have lived in for months [years].
【自分の専攻】
My major is . (I am studying .)
【将来の夢】
e.g. My dream is to [I would like to] live an international life.
I would like to be a teacher.
I would like to work in/for . etc.
【趣味】
I like [love] .
My hobby is .
My favorite is .
【勧誘】
If you have the same hobby, let's talk together.











 ｢今までの 3 回の発表でいつも感じながらも, なかな
か克服できないことなのですが, 人に分かりやすく話












4.3 節でも述べたように, 毎時間の活動を経て, 学生の

























集計した結果が表 7, 8 である. 3 クラスをまとめた結果
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表 7 英語を学ぶ必要性を感じていましたか (受講前)
Class 1 Class 2 Class 3
感じていた 78％ 78％ 78％
感じなかった 22％ 22％ 22％
合 計 100％ 100％ 100％
表 8 英語を学ぶ必要性を感じましたか (受講後)
Class 1 Class 2 Class 3
感じた 100％ 100％ 94％
感じなかった 0％ 0％ 6％
合 計 100％ 100％ 100％
グラフ 1 受講前 (表 7)
5.2 英語が好きになったか
次に, 英語学習の必要性とともに, 英語が好きになっ









上記 2 つの質問と類似してはいるが, 英語を学びたい
という気持ちに変化があったかどうかも問うてみた.
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表 9 英語は好きでしたか (受講前)
Class 1 Class 2 Class 3
好 き 37％ 38％ 35％
嫌 い 30％ 29％ 12％
どちらでもない 33％ 33％ 53％
合 計 100％ 100％ 100％
表 10 英語が好きになりましたか (受講後)
Class 1 Class 2 Class 3
好 き 63％ 48％ 65％
嫌 い 4％ 5％ 12％
どちらでもない 33％ 48％ 24％
合 計 100％ 100％ 100％
グラフ 3 受講前 (表 9)
表 11 英語学習に対してどのような気持ちをもっていました
か (受講前)
Class 1 Class 2 Class 3
学びたい 52％ 57％ 59％
学びたくない 19％ 14％ 18％
どちらでもない 30％ 29％ 24％
合 計 100％ 100％ 100％
表 12 英語学習に対して現在どのような気持ちをもっていま
すか (受講後)
Class 1 Class 2 Class 3
学びたい 70％ 76％ 71％
学びたくない 0％ 0％ 6％
どちらでもない 30％ 24％ 24％
合 計 100％ 100％ 100％
グラフ 5 受講前 (表 11)




































得意としているか把握することで, 大学卒業までの 4 年
間のあいだにどのようなキャリア教育を施せば a の選
択肢を選ぶ学生が増加するか検討する機会を大学は持つ
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グラフ 6 受講後 (表 12)
表 13 コミュニケーション全般について (受講前)
Class 1 Class 2 Class 3
a 48％ 43％ 47％
b 11％ 33％ 24％
c 0％ 0％ 0％
d 30％ 14％ 18％
e 11％ 10％ 12％
合 計 100％ 100％ 100％
表 14 コミュニケーション全般について (受講後)
Class 1 Class 2 Class 3
a 48％ 48％ 47％
b 11％ 24％ 18％
c 0％ 0％ 0％
d 26％ 19％ 24％
e 15％ 10％ 12％
合 計 100％ 100％ 100％
グラフ 7 受講後 (表 13)
グラフ 8 受講後 (表 14)
ことができるのではなかろうか.
一方, d の選択肢を選んだ学生も受講前後ともに 20
％強いることから,“純粋に”コミュニケーションをと







調べてみた. 受講前の選択肢は以下の 2 つである.
a. 好き・得意 (抵抗はない.)
b. 嫌い・苦手 (抵抗がある.)
一方, 受講後の選択肢は以下の 4 つを用意した.
































ものであろう. 言語 (運用能力) を身に付けるというこ
日本福祉大学全学教育センター紀要 第 1 号 2013 年 3 月
― 34 ―
表 15 顔を合わせるコミュニケーションについて (受講前)
Class 1 Class 2 Class 3
a 67％ 67％ 71％
b 33％ 33％ 29％
合 計 100％ 100％ 100％
表 16 顔を合わせるコミュニケーションについて (受講後)
Class 1 Class 2 Class 3
a 56％ 48％ 53％
b 0％ 10％ 6％
c 33％ 29％ 29％
d 11％ 14％ 12％
合 計 100％ 100％ 100％
グラフ 9 受講後 (表 15)


















































③ 結構 (かなり) 好き
④ わりと (まあまあ) 好き
⑤ 好き
⑥ 好きでも嫌いでもない
⑦ わりと (どちらかというと) 嫌い
⑧ 嫌い
⑨ 結構 (かなり) 嫌い
⑩ 大嫌い
⑪ 一番嫌いな科目








⑦ わりと (どちらかというと) 苦手
⑧ 苦手
⑨ 結構 (かなり) 苦手
⑩ とても苦手
⑪ 一番苦手な科目
3 問 1・問 2 で⑦-⑪までを選んだ人は回答して下さ
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5 文型, 肯定文・否定文, Yes/No 疑問文, Wh 疑問
文, 時制, 進行形, 受動態, 冠詞, 代名詞, 助動詞,
比較, 命令文, 感嘆文, (to)不定詞, 動名詞/分詞,
分詞構文, 使役構文, 関係詞, 完了形, 仮定法

















9 どんなことを身に付けたいですか. ( ｢全部｣ ｢色々｣
などの回答は禁止！) また, どんな授業を望んでい
ますか. (自由記述)









































































 『文部科学省学習指導要領解説』 のうち, 『高等学校 外国
語編英語編』, 同 『国語編』 (以上, 平成 21 年 12 月), 『中
学校 外国語編』, 同 『国語編』 (以上, 平成 22 年 7 月)
参照.
 本稿執筆時点では SSSV は実施されていたが, 2012 年度
をもって廃止され, 2013 年度からは新たな事業 (留学生
交流支援制度, 留学生交流支援制度など) が施行されるこ
とになった.
 ｢初年次教育｣ ｢初年時教育｣ という二つの表記が見られる
が, 用語としての使用頻度としては前者の方が圧倒的に高
い. しかし, ｢初年次教育学会｣ をインターネットで検索
しようとすると, ｢初年時教育学会｣ でも検索可能である.








因みにCiNii で ｢初年次教育｣ と ｢必修英語｣ をキーワー
ドに検索したところ, 該当する論文は 0 件であった.
 日本福祉大学では, ｢フレッシュマン・イングリッシュ 2-1｣
(前期開講, 以下 FE-2) という必修科目も開講されている.
これは主にリスニングなどのオーラル教育を主眼としている.
また, 両大学とも, 秋学期 (後期) には EC-II, FE-1-
2/2-2 という必修科目が開講され, 通年で受講するが, 担
当教員とクラス編制は 1 年間通じて変わらない.
 1 クラスは中国人留学生が 7 名, もう 1 クラスは中国人留




 筆者は平成 24 年度秋学期 (後期) も両大学において Class
1, Class 2, Class 3 を引き続き担当している. 講義方針も
春学期 (前期) と同様である.
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